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はじめに

1.前座の趣旨

アジア地域において、日本中園、韓国の知的人材の交流が活発化することは、担会・経浦藍携

の強化、東アジアにおける共同体形成に大きく貢献するものである。そのため、日中韓の大学に関

し、質保証システム、大学問交流の連携強化を図るための国際的な枠組み構築が必要とされている。

平成21年 10月の日中韓サミットにおいては、大学問交流の推漣が共同声明に盛り込まれるととも

に、鳩山総理より、 3園の大学の問で単位の互換や交流プログラムなどの質の高い交流を行うため

に有識者会議を設置する提案、さらにはアジアで大学問交流を強化するために国際会議を共催する

という提案を行い、中韓両国の賛同を得たところであり、本件については、総理の所信表明演説に

おいても明記されている。このような状況を踏まえ、本調査研究は、アジア地域において質の保証

を伴った大学問交流の舶隼にかかる櫛すを進めるための基礎資料の収集及E持論点の整理を行う観点

から、 fASEAN+3Jのメンバ一国である 13カ国を対象に大学制度(特に単位制度、成績評価の

実施状況、シラパスの作成制兄、単位互換の実権問兄、及びこれらの職暗支える公的な質保証シ

ステム)とその実際の運用状況について調査した。その際、特に中国や韓国における状況や、ASEAN

において検討が進められているACTS(ASEAN Cre也tTr阻sferSystem)に焦点を当てるととも

に、我が固における状況についても適宣京盟しつつ、本調査研究を実施した。

2.調査期間

平成 22年 2月 1日~平成22年 3月 31日

3.調査研究の具体的方法

(1)全体の構想

本調査研究は、上記2カ月間に、国内外の 30名の研究分担者、研究協力者の協力

により、 fASEAN+ 3Jの13カ国における大学制度(特に単位制度、成績評価の実

施状況、シラパス並びに成績証明書の作成状況、単位互換の実施状況、及びこれら

の取組を支える公的な質保証システム)について、先行研究、文献、資料等の調査

及び必要に応じて実施した現地ヒアリングにより把握、整理するとともに、アジア

地域において実施又は検討されている単位互換の枠組み(UMAP人 ACTS2等)

について、専門家会合等へ参画し現状を把握することに努めた。また、調査研究の

実施に当たっては、中央教育審議会大学分科会大学教育の検討に関する作業部会の

下のワーキンググループにおいて、定期的に進捗状況を報告するとともに、文部科

学省と必要な調整を行った。

(2)先行研究、文献、資料等の調査

アジア各国における大学制度に関しては、各国教育省や大学団体、国際機関等が

発行する公開文書等の資料が存在する。また、アジアにおける大学間交流について

は、我が固においても多くの教育研究者が研究課題として取り組んでおり、多くの

文献資料が存在していることから、これらの資料収集を国内外で行い調査結果の分

析に活用した。
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(3) 日本国内の実態調査

文部科学省が毎年、取りまとめている大学改革状況調査の中から、 171大学のサ

ンプルを抽出し、 (1)各大学における単位授与の方針、及び、その状況(特に学士

課程における卒業論文，修士論文及び研究指導の単位換算の状況)や (2)成績評価

の方針及びその状況(特に絶対評価・相対評価の相違や成績の表記システムの違い

等に関わる状況)、 (3)シラパスの項目内容(特に項目内容の全学的な標準化や公

開の状況等)、そして (4)授業科目の設定方法(特にコース・ナンバリングの実施

状況等)についてその実情を調査し.99の国公私立大学より回答を得た。

(4)海外の現地ヒアリング調査

最初に，タイのチュラロンコン大学に本拠を置く AUN(ASEAN大学連合)

及び高等教育委員会の担当者にインタピューを行い、 ACTSの検討状況やUMA

Pの取組状況につき、特に各国の単位制度との関連、成績評価のすり合わせ等に関

する現状や改善方策等について意見交換を行った。

その後、中国・韓国、そして ASEAN諸国であるインドネシア、カンボジア、シ

ンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミヤンマ一、

ラオスの主要大学、大学団体、認証評価機関、評価機関等を訪問しインタピューを

実施した。

(5)最終報告書の作成

これまでの先行研究・調査の検討、そして現地調査から得られた情報に基づき、

アジア各国における高等教育の単位制度、成績評価の実施状況、シラパスの作成状

況、単位互換の実施状況、及びこれらの取組を支える公的な質保証システム等に関

する第 1回目報告書を平成 22年3月下旬までに作成し、文部科学省に提出した。

4.調査報告書の構成と担当者

はじめに(堀田)

第 1章東アジア諸国の制度と実施状況

第 1節韓国(内藤、鄭)

第2節中国(1)(黄)

中国 (2) (潜)

第3節日本(堀田)

第2章東南アジア諸国の制度と実施状況

第 1節 インドネシア(スマール・へンダヤナ)

第2節 シンガポール(太田、渡部)

第3節タイ(堀田)

第 4節フィリピン(上別府)

第 5節プルネイ(堀田)

第6節マレーシア(秋庭)

第3章 メコンJ11流域諸国の制度と実施状況

第 1節カンボジア(北村、千回、赤田)
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第 2節ベトナム(上別府)

第 3節 ミヤンマー(黒田)

第4節ラオス(山口)

第4章調査結果全体の分析とまとめ

第 1節 目カ国の制度並び実施状況の比較一覧表(堀田)

第 2節 アジア地域の質保証の伴った大学問交流の発展:

その課題と展望(堀田)

APPENDIX1:各国事例報告

事例 1 中国(劉)

事例 2 韓国(1)(内藤)

事例 3 韓国 (2) (鄭)

事例 4 シンガポール(大田、渡部)

事例 5 '7レーシア (ZoraidaMustafa) 

事例 6 カンボジア(KhieuVicheanon、ChinhSitha) 

事例 7 ベトナム(1) (Ho Thanh My Phuong) 

事例 8 ベトナム (2) (Do Hoang Ngan) 

事例 9 ラオス(KhamlusaNouansavanh) 

APPENDIX2:日本圏内調査の調査票とデータ分析結呆一覧

5.調査研究の実施体制

本調査研究の実施体制としては、堀田泰司広島大学留学生センター准教授が研究代

表者となり、広島大学事務局に事務拠点を置いたロこれに加え，国・私立8大学並び日

本学生支援機構から11名の専門家が研究分担者として参加し、本研究の最終的な報告

書のまとめを担当した。 3 また、各国の事例報告並びに補是情報を提供する研究協力

者としては、国内外の大学教員、大学院生、そして国際機関であるSEAMEOベトナム

研修センター研究員ほか、 ASEAN諸国の教育省職員の協力を得て、報告書の内容をよ

り充実させた。以下が研究チームの名簿である。

研究チーム名簿

(1)研究代表者

堀田泰司、准教授、広島大学留学生センター(兼任、国際協力研究科)

(2)研究分担者リスト

調査担当国 氏名 所属先

日本、タイ、ブルネイ 堀田泰司 広島大学留学生センター准教授

中国 黄福祷 広島大学高等教育開発研究センター教授

中国 潜建秀 大阪大学留学生センター講師

韓国 内藤E弥子 日本学生支援機構留学生事業部留学生事業計画課専門職員
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鄭成一 東京大学人文社会系研究科研究生

インドネシア 黒田則博 広島大学教育開発国際協力研究センター長、教授

シンガポール 太田浩 一橋大学国際教育センター教授

フィリピン、ベトナム 上別府隆男 東京女学館大学国際教養学部教授

マレーシア 秋庭裕子 一橋大学商学研究科講師

カンボジア 北村友人 名古屋大学国際開発研究科准教授

ミャンマー 黒田一雄 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授

ラオス 山口しのぶ 東京工業大学学術国際情報センター教授

(3) 圏内外の研究協力者

調査担当国 氏名 所属先

ASEAN+3カ国 一宮暗 放送大学広島学習センター所長(特任教授)

日本
渡部芳栄 広島大学問等教育研究開発センター研究員

西村君平 広島大学問等教育研究開発センター大学院生

中国 劉国彬 広島修道大学非常勤講師

インドネシア 日U皿 arHendayana インドネシア教育大学理数科教育学部教授

シンガポール 渡部由紀 ミネソタ大学教育政策・行政学部大学院生

Aporn Kanvong タイ教育省高等教育局国際協力戦略部門長

タイ Su皿 ant羽na
タイ教育省高等教育局国際協力戦略部門教育官

Chantaroagwong 

フィリピン Benison Yap Cu デ・フ・サーノレ大学市場経営学科講師

プノレネイ Datin Rosnah Ramly プノレネイ・ダノレサラーム大学国際関係・広報室長

マレーシア Zoraida Mustafa マラヤ大学日本語教育学科講師

千田沙也加 名古屋大学国際協力研究科大学院生

カンボジア
赤田拓也 名古屋大学国際協力研究科大学院生

Chinh Sitha 王立プノンベン大学教育プログフム担当ディレクター

Khieu Vicheanon カンボジア認証評価委員会 (ACC)副委員長

ベトナム
Ho Thanh Phuong SEAMEOベトナム研修センター教育部門長

Do Hoang Ngan ハノイ国家大学ー外国大学校助教

盟国血lusa
ラオス国立大学経済経営学部長

ラオス Nouansabanh 

Ras皿 ySitthirath ノレアンパパン地方政府国際協力事業本部長

6.本調査研究並びに報告書の特徴と限界

本調査研究の特徴i士、アジア 13カ関の高等教育の単位及び成績評価の制度，並びにそ

の実施状況の詳細について共通の項目に基づき調査することにより、これまであまり行わ

れなかった具体的な比較分析が可能になった点である。・ 13カ国間の共通点と相違点を

明確化することによ哲本調査で得た知見は、今後、政府レベルで検討が進められるアジア

地域における質保証の伴った大筑間交流の促進の重要な参考資料となるであろう。しかし、競査湖

間が2カ月しかなかったため、現地での調査も一ヶ月程度の期間の中で、政府機関並びに大明書問

の日程調整を余儀なくされたため、予定どおり調査を実施できなかった国が存在することである。

また、報告割宇成においても、時間的制限により、特に日本国内調杏結果の分析は、鈎大学の回答
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の傾向について、細かい分析ができなかった。以 kのように、本報告書l土、 13カ国の実態調査を共

通の視長から実施し、比較分析がある程度可能になった点では、一定の評価はできるが、今後の政

府間の交渉を発展させるためには、今後も一定の調査期間を確保し、さらなる調査研究を実施する

必要があると考える。

以上、本研究報告書の概要を説明したが、質問がある場合は、以下の連絡先にご連絡願

いたい。

【本件連絡先】

広島大学留学生センター准教授

堀田泰司 (研究代表者)

〒739-8524東広島市鏡山 1-1-1

τ'eIlFax: 082-424-6284 
E-M血1:hotta@hiroshima-u.ac.jp 

参考文献

1. UNESCO (2003) Handbook on Dinlomas. De!rrees and Other Certificates in Hie:her 

Education in Asia and the Pacific (2nd edition)， (Bangkok; UNESCO Asia and 

Pacific R息gionalBureau for Education) 360 p. 

1 UMAPとは、 UniversはtyMobility in Asia and the Pacific (アジア太平洋大学交流機構)の略で、平

成 3年に発足した「アジア太平祥地域内の高等教育機関間の協力を推進するとともに、学生と教職員の

交流を増やし、高等教育の質を高めることによって、域内諸国、諸地域の文化・経済・社会制度の理解

をさらに深める」ことを目的とする政府または、非政府の代表からなる任意団体である。 UMAPは、

ヨーロッパの ECTS(欧州単位互換制度)をモデルとした UCTS(UMAP単位互換方式)を活用した

学生交流を促進している。現在、 UMAP国際事務局は、タイに設置されている。

2 ACTSは、 ASEANCredit Tr百四ferSystem (アセアン単位互換制度)の略で、 AUN(アセアン大学

連合)によって、アセアン諸国の高等教育交流に活用するために開発が進められている ECTSをモデル

とした単位互換制度である。

sなお、当初、研究分担者として長崎大学の井手弘人准教授にも参加して頂いていたが、健康上の都合に

より、調査への参加継続は辞退された。

4 この点については、一番最近の類似した調査報告としては、 UNESCO(2003) HandbookonD句lomas
De2rees and Other Certificates in Hil!'her Education in Asia四 dthe Pacifi1< (2nd edition)， (Bangkok; 
UNESCO Asia and Pa田 ficRegional Bureau for Educationl 360 p.が挙げられるが、対象となっている

国並びに調査項目は若干異なる。
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